2025（令和７）年の大阪経済
－緩やかな回復基調だが力強さを欠く一年－
　商工労働部（大阪産業経済リサーチセンター）は、府内の経済動向について四半期ごとに『おおさか経済の動き』としてとりまとめています。このたび、2025（令和７）年の年間の経済動向を『2025（令和７）年のおおさか経済の動き』として発行しました。その概要は以下のとおりです。
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2025年の大阪経済は、緩やかな回復基調にあるものの力強さを欠く一年であった。個人消費は年後半に持ち直し、雇用情勢も底堅く推移した。一方、民間設備投資は、中小企業では慎重姿勢が続き、公共投資は減少した。外需は円安の影響を背景に名目上は堅調であったが、実質的な需要の力強さには限界がみられ、生産活動の回復も限定的であった。こうしたことから、2025年の大阪経済は、内需の下支えはみられたものの、生産や投資などでの回復の広がりには課題が残る状況で推移した一年であった。
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